


























大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

リスク評価学 
食品安全健康学 専攻 

博士後期 課程 
  

I 超高齢化社会における医薬品ならびに機能性食品の意義について、具体的な対象疾患を例に挙げて、あなたの考えを述べなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023 年度 2 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

生物化学 ①生化学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

問 下記の設問に答えなさい。 

 細胞内の代謝は⼤きく⼆つに分けられる。⼀つは⾷物を⼩分⼦に分解する（ 1 ）経路であり、もう⼀つはエネルギーを⽤いて

細胞構築⽤の分⼦を合成する（ 2 ）経路である。（ 1 ）経路では、酸素がなくても働く（ 3 ）と酸素がないと働かない（ 4 ）・

（ 5 ）の (a) 3 つの代謝経路がある。（ 3 ）や（ 4 ）は直接、ATP を産⽣するが、それ以外に（ 6 ）や（ 7 ）とい

う 2 種類の (b) 活性運搬体（エネルギー運搬体）も産⽣し、これらが（ 5 ）で (c) ⼤量の ATP 産⽣をもたらす。 

 

（1）空欄に⼊る適切な語句をそれぞれ答えなさい。 

  1          2          3          4           

  5          6          7          

 

（2）下線(a)について、それぞれの代謝経路（空欄 3、4、5）に関わる酵素が存在する細胞内の場所・部位を答えなさい。 

  3              4              5             

 

（3）波下線(b)について、それの運搬体はどのような形でエネルギーを運搬しているか答えなさい。 

                

 

（4）点下線(c)について、代謝経路（ 5 ）はどのようなメカニズムで⼤量の ATP を産⽣するのか、簡潔に説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

（5）下記の語句の中から 1 つ選び、その語句について簡潔に説明しなさい。なお選んだ語句は丸で囲みなさい。 

 

複製起点   テロメア   アンチコドン   リンカーDNA   サイレンシング 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023 年度 2 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

生物化学 ②分子生物学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

次の問１～３について（  ）に入る語句を記入し、問４～６に答えよ。 
 
問１ 
アポトーシスの刺激によりミトコンドリアからは（        ）の放出が起こり、カスパーゼのカスケード反応が起こる。 
  
 
問２ 
細胞周期が止められなくなるとがん化を引き起こすが、細胞周期のチェックポイントで特に重要であるのは（      ）期から
（       ）期への移行である。 
 
 
問３ 
細胞内消化は主にリソソソームで行われるが、リソソームのpHは加水分解酵素が働くように（        ）に保たれる。 
細胞には老廃物を分解し、その結果出てくるアミノ酸などを再利用する（        ）という機構が存在する。 
 
 
問４ 
がん細胞の特徴は何か、簡単に説明せよ。 
 
 
 
 
 
 
問５ 
真核生物のほとんどのタンパク質は細胞質で合成される。合成されたタンパク分子には、シグナル配列と呼ばれる15～60個のアミノ酸配
列があり、タンパク質を適切な場所へ誘導している。このシグナル配列の特徴を述べよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
問６ 
Aさんはパンデミックを引き起こすウィルスに感染した疑いがあり、病院でPCR検査を受けることになった。どのような方法でウィルスが
検出できるかを簡単に述べよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 



大学院入学試験問題用紙  
2023 年度 2 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

生物化学 ③有機化学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 

  

 

1. 次の化合物 Aの不斉中心を○で囲み、それぞれの立体配置が Rか Sかを示しなさい。 

 

化合物 A 

 

 

 

 

 

 

 

2. 電子の流れを示す矢印を加え、化合物 1 と化合物 2から化合物 3を生じる反応の機構を完成させなさい。また、化合物 3において矢印で

示された電子の流れから、化合物 3からの反応生成物を予想しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 以下に示す 3−ホスホグリセリン酸からセリンへの生体変換反応において、A、B、C、D 、E、および、F、それぞれに該当する

すべての物質を下の語句群から選び、反応式を完成させなさい。なお、必要な場合には、同じ物質を何度使用してもかまわない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ans. 

A                       B                    C                   D      
 
E                       F  
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大学院入学試験問題用紙 
2023 年度 2 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

生物化学 ④分析化学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

Ⅳ．次の問いに答えなさい。なお、原子量 H=1.0, C=12, O=16, Na=23, Cl=35.5 とせよ。 
問１ 0.01mol/L の塩酸が 25.0ｍL ある。ここに、0.01mol./L の水酸化ナトリウム水溶液を 24.9ｍL 添加した。次の問いに答えな

さい。 
①この水酸化ナトリウム水溶液の pH を求めなさい。なお、Kw＝1.00×10-14(mol/L)2とする。 
②水酸化ナトリウム水溶液を添加する前の塩酸のｐH を求めなさい。 
③水酸化ナトリウム水溶液を添加した後の水溶液のｐH を求めなさい。なお、49.9ｍL は 50ｍL としてよい。なお、log102=0.30 と

しなさい。 
 
問２ 平衡定数 K と電離定数 Ka の違いについて、酢酸を例にして説明しなさい。 
 
問３ エタノール（密度 0.79g/㎝ 3）の 70％(w/v)水溶液を作製した。 
①天秤を使用しない、70％(w/v)水溶液 100mL の作製法を説明しなさい。 
②70％(w/v)水溶液の％(v/v)を求めなさい。 
③70％(w/v)水溶液のモル濃度を求めなさい。 
 
【解答欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

食品開発学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

下記の１及び 2 についてそれぞれ記述しなさい。 
 
１．植物性食品素材または動物性食品素材から一つ選び、その名称を記し、その可食部において最も多い重量割合を占める物質につ

いて知るところを述べよ。 
 
２．テクスチャー（食感）の測定法に①「機器測定」、②「生体動作測定」、③「人による感覚評価」があげられる。①～③の測定法

のうち、1 つを選び、具体的な測定法とテクスチャー（食感）を数値化できる理由を説明しなさい。また、測定法の説明には、その

方法の利点と欠点も記述すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

生体分析科学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

問 1.  乳酸菌の生産する特定のバクテリオシンは保存料として食品に利用することができる。このバクテリオシンについて、その

名前、生産する乳酸菌種、構造および抗菌スペクトル等について述べよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 2. アミノ酸の一種であるグリシンは食品保存の目的で食品添加物として利用されることがある。このグリシン添加には食品保

存上どのようなメリットがあるのか記せ。また、そのメリットがどのように得られるのか、メカニズムについても述べよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 3. 生食用野菜の洗浄・殺菌で工業的に使用される薬剤を記すと共に、その薬剤がどのようなメカニズムで殺菌能力を発揮する

のか答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

リスク評価学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

I 生活習慣病として定義される疾患名を挙げ、その病態進行に伴うバイオマーカーの働きについて、具体的な例を示して役割や有

用性を説明しなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 肝臓に対する毒性学的変化のうち、肝細胞脂肪化が誘発されるメカニズムについて、具体的な原因を例を挙げて説明しなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語① 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

I 次の文章を読んで、問 1～3 に解答せよ。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

[Dominic W.S. Wong 著、Mechanism and Theory in Food Chemistry, Second Edition より引用] 

 
[注] proteolysis:タンパク質分解, k-casein:カッパカゼイン, chymosin:キモシン（凝乳酵素）, acidic:酸性の, macropeptide:マクロペプ
チド, basic:塩基性の, hydrophobic:疎⽔性の, para-k-casein:パラカッパカゼイン, hydrophilicity:親⽔性, micelle:ミセル, surface:表
⾯, Michaelis-Menten mechanism:ミカエリス-メンテン機構, surface charges:表⾯電荷, surface potential:表⾯電位, coagulation:凝
固, resistance: 抵抗性, precipitation:沈殿, coagulum:凝固物, 
 

問１． (1)の下線を付けた英文を 140 字以内で和訳せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２． (2)の下線を付けた英文を 80 字以内で和訳せよ. 

 

 

 

 

 

 

問３． (3)の下線を付けた英文を 70 字以内で和訳せよ。 

 
 
 
 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語① 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

Ⅱ 次の文章を読んで、問 1 と問 2 に解答せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[John W. Brady 著、Introductory Food Chemistry より引用] 

 
[注] odor:匂い, olfactory:嗅覚の, receptor:受容体, nasal cavity:⿐腔, volatile:揮発性の, odorant:匂い物質, trigger:きっかけとなる, 
electrical nerve signal:電気神経信号, G-protein-coupled receptor class:Gタンパク質が関与する受容体の部類, transmembrane:膜貫
通, span:範囲に及ぶ, cell bilayer: 細胞の⼆重層, nostril:⿐孔, oral cavity:⼝腔, orthonasal:オルソネーザル（たち⾹）, retronasal:レト
ロネーザル（あと⾹）, chemisensor:化学センサー, integrate:統合する, enormous:膨⼤な, perceive:知覚する. 
 
問１． (1)の下線を付けた英文を 160 字以内で和訳せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２． (2)の下線を付けた英文を 160 字以内で和訳せよ. 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語② 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

Ⅰ 次の文章を英訳せよ。 
(1) 私は大学院に進学し専門的な知識を身につけ、食の安全に関わる仕事に就きたい。 
 
 
(2) ゲノム編集食品の安全性に関わる議論が依然として続いている。 
 
 
(3) 食品ロスの削減は重要な課題の一つである。 
 
 
(4) 私は通学中、電車内では他の乗客とは一定の距離を保ち、感染の予防に努めている。 
 
 
(5) 最寄りの駅から新キャンバスまで徒歩で 15 分かかる。 
 
 
(6) 食の機能性と安全性を同時に評価する実験に取り組んでいる。 
 
 

Ⅱ 以下の略語について、正式名称・用語を英語で記載せよ。 
(1)  P C R 
 
(2) H A C C P  
 
(3) A D I 
 
 

Ⅲ 次の用語を英訳せよ。 
(1) 食品表示 
 
 
(2) 食料自給率 
 
 
(3) 食物繊維 
 
 
(4) 飽和脂肪酸 
 
 
(5) 食感 
 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語 
食品安全健康学 専攻 

博士後期 課程 
  

Ⅰ 次の文章について、Probiotics の特徴や有用性を要約せよ。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Functional Food and Human Health, Probiotics as Functional Foods in 
Enhancing Gut Immunity, 2018より引用） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語 
食品安全健康学 専攻 

博士後期 課程 
  

Ⅱ 次の文章より Osteoporosis の病態における Calcium や Vitamin D の役割や作用を要約せよ。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
Ishimi Y., Osteoporosis and Lifestyle, J Nutr Sci Vitaminol, 61, S139–141, 2015. より引用 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


